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中面：介護保険事業計画/保育所待機児童解消計画/予算委員会での議論の概要などを掲載

■３月議会において、平成21年

度予算が原案通り可決しました

　一般会計1,584億円、特別会計

695億円、企業会計422億円、総額

2,701億円、昨年度比０．５％の増加

という内容で、平成21年度の予算が

決定しました。（表1）

　市営住宅の建て替え事業が着手さ

れ、その際に、ようやくＰＦＩ手法が導

入されることになりました。また、大

規模な歩道の勾配改善事業など提

案してきた施策が盛り込まれていま

す。具体的には、市政ニュースや市

議会だよりでも掲載されていますの

で、この紙面では、少し視点を変え

てご報告します。

■財政収支見込みの悪化

　毎年2月に最新の予算案の内容が

反映された財政収支見込みが発表

されます（表２をご参照ください）。そ

の中で、平成25年度の財源不足が

137億円にふくれあがり、再び財政

見通しが悪化していることが明らか

になりました。

　一見、経済危機の影響による市税

収入見込みの下方修正、国の制度

変更による人件費の増大など、外的

要因が目立ちます。しかし、市民の

理解のもと実現した「行財政改善実

施計画」の取組みによって、回復し

つつあった財政状況を、近年は楽

観視するなど、事業の取捨選択が

できないままの放漫なお役所仕事、

意識改革の遅れがもたらした結果で

あると考えています。

■将来の懸念材料への備え

　また、「子どもたちのために」という

標語をよく耳にしますが、現在の現

役世代は、これまでの負の遺産を清

算しつつ基金を残し、災害や将来の

負担増に備えることにも目を向けな

ければならないと考えています。今

後は、市立中央病院やフレンテ西宮

への援助問題、膨大な公共施設の

老朽化対策・耐震化対策などの将来

に及ぶ懸念材料への対策・備えを重

点的に進めるべきと考えています。
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■表２：財政収支見込みの悪化の状況(一部抜粋、1億円未満四捨五入）■表1：平成２１年度予算の概要

予算額 構成比 前年度比

１，５８４億円 － ＋43億円

市税 ８４０億円 53％ ＋11億円

地方交付税 ７０億円 4％ －16億円

国庫支出金 １５５億円 10％ ＋16億円

基金繰入金 ６４億円 4％ －8億円

市債（借金） １５１億円 10％ ＋59億円

その他 ３０４億円 19％ －

人件費 ３６５億円 23％ －４億円

物件費 ２００億円 13％ ＋７億円

扶助費 ２７８億円 18％ ＋５億円

投資的経費 １２５億円 8％ ＋３８億円

公債費
（借金の返済）

２７２億円 17％ ０

特別会計へ ８８億円 ６％ －２億円

その他 ２５６億円 15％ －
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な
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出
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な
歳
入

総額

昨年２月の見込み 今年２月の見込み

Ｈ２０～Ｈ２５の合計 Ｈ２０～Ｈ２５の合計

６，３１５億円 ６，２６１億円 －５４億円

市税 ５，２２５億円 ５，０３７億円 －１８８億円

地方交付税 ３８１億円 ４１４億円 ３３億円

その他 ７０９億円 ８０９億円 １００億円

６，４２８億円 ６，５７４億円 １４６億円

人件費 １，８６１億円 １，９３９億円 ７８億円

扶助費 ６６１億円 ６９３億円 ３２億円

借金返済 １，３１７億円 １，３２７億円 １０億円

投資的経費 ２３７億円 ２３８億円 １億円

その他 ２，３５１億円 ２，３７７億円 ２６億円

１２１億円 １７６億円 ５５億円

＋９億円 －１３７億円 －１４６億円

修正額
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■第４期介護保険事業計
画
●第 1号被保険者（65 歳以上）

の保険料基準額が月額 4000 円

を突破

　３年に１度改定される介護保険事

業計画（保険料の改定を含む）が確

定しました。

　平成 21 年度から 23 年度の介護

保険料基準額は、月額 4,088 円とな

りました。（実際の徴収は 100 円未満を

四捨五入し、年額 49,100 円となります。）

そして、年間所得に応じて１０段階に

分け、基準額の半額～２倍までの保

険料が設定されています。

　この計算の中で、滞納された保険

料分も、保険料を払っている人が負

担する計算となっています。これは、

一人当たりにすると少額となりますが

保険料増の一因となっています。

●介護従事者の処遇改善のた

めの緊急特別対策

　国の政策決定により、介護従事者

の処遇改善として、介護報酬が３％

引き上げられました。その分の必要

経費は、保険料に上乗せされまし

た。国の補助金が措置されました

が、３年間の必要経費の半分のみ

で、残る半分と３年後以降分は、こ

れまで通り、第１号 ・ ２号被保険者

も負担することになります。

　今後、安定的に介護保険制度を

運営するためには、大きく三つの課

題があると考えています。

①保険料や利用料の抑制、

②介護の仕事の担い手の確保、

③希望するサービスが受けられる

環境 ・ 財源の確保、です。

　散歩や通院介助など介護保険適

用サービスの拡大を求める声や、特

別養護老人ホームの待機者の増大

など希望するサービスを利用できな

い環境の改善を求める声が届いて

います。しかし、それらの経費は、現

行制度では次の保険料にも跳ね返

る結果となるため、慎重な議論を要

します。そして３年後には、介護保

険準備基金や国の処遇改善臨時交

付金などの財源もなくなり、負担割

合の見直しなども勘案すると、基準

月額が 4500 円を超え、5000 円近く

まで上がることも予想されます。

　第 2 号被保険者の年齢引き下げ

など、国の制度改正に大きく影響を

受ける内容ではありますが、前述の

3 つの課題を解決するためには、相

当の税財源を要します。介護予防

事業への一般会計の繰り入れなど、

市独自の高齢者福祉政策の見直し

も視野に入れ、財源確保の準備を

進めるべきであると主張しました。

市政報告

●計画内容の概要と事業費

　2 月 14 日の厚生常任委員会で計

画案が報告されました。堅実な財政

運営を進めるために、事業費を明確

にするよう求めた結果、３月に改めて

示され、計画が確定しました。

　民間の認可保育所を整備すること

などにより、平成 21 年度から 25 年

度までに８８５名の定員増（４２５０名

⇒５２５０名）を図る内容となっていま

す。そして、計画を実現するための施

設整備費は、借金も含めて総額　１

２．６億円（うち、国の補助金が５．４億

円）と見込まれています。また、運営

費が、平成 25 年度には、現在より　１

１．５億円（うち一般財源は５億円）増

加する見込みとなっています。この財

源の確保も、大きな課題として残され

ています。

　この計画が示された直後にも、昨年

末の経済危機の影響もあり、早くも

見込みを上回る待機児童が生じてい

ます。子供の成長は施策を待ってく

れません。単なる施設整備による数

字あわせの計画ではなく、一刻も早

い臨機応変な対応を求めています。

●せめて３歳までは、家庭で子

育できる社会的環境を

　待機児童の増加を年齢別にみると、

１歳、２歳の待機児童が特に増加して

います。私は、真の男女共同参画と

少子化対策を平行して実現していく

ためには、子育てをするという一大事

業が、社会的にもっと尊重される風

潮が必要になったと感じています。そ

して、子供の健全な成長のためにも、

せめて３歳までは家庭で子育てでき

る環境の実現が急務です。

●施設整備に頼らない待機児童

の解消策も模索すべき

　私は、在宅保育者向けに、一時預

かり保育などの負担軽減事業や経

済的支援も含めた取り組みを導入 ・

強化することも、待機児童の解消に

効果があると考えています。

　本市は、「子供預けるなら西宮」で

はありません。施設に頼らず、安心し

て子育てができる環境があるまちこ

そ、真の「子育てするなら西宮」の姿

であるとの信念のもと、子育て環境の

向上に取り組んでまいります。

■保育所待機児童解消計画が策定されました。

待機児童解消のため、北名次町に定

員６０名、東山台に定員４５名の分

園が、鳴尾町には定員９０名の新設

園が、それぞれ平成２２年４月開所

に向けて整備される予定です。



■地域福祉の重要性

　私は、今後の福祉サービスの向

上、充実のためには、地域福祉の活

性化が必要不可欠であると考えてい

ます。現状では、民生委員の方々の

役割が大きく、負担も非常に大きく

なっていることから、担い手が減少し

ています。地域コミュニティの活性化

と併せて、地域福祉活動を強化し、よ

り多くの人たちが、地域に関わり、皆

が少しずつ負担し、支え合える環境

づくりを地道に進める必要がありま

す。新年度には、現在の地域福祉計

画の見直しが行われます。その際

に、これまでの取組みを検証するとと

もに、福祉学習など地域福祉活動の

効果の向上について議論してもらえ

るよう要望しました。

■介護ボランティア制度の導入（提

案の段階で未実施）

　関東の自治体では、導入が進めら

れている制度です。高齢者の社会参

加の促進による介護予防と、地域で

支え合う環境づくりに寄与すると考え

ています。早期に制度の実効性につ

いて研究を深め、導入の是非を検討

すべきであると指摘しました。

■壁面等緑化助成金の実効性

　1 件あたりの助成上限額が 5 万円

ということで、利用実績が伸び悩んで

います。また、既存の建築物は対象

になっていません。そこで、新年度に

おいて、有効性を検証し、内容を改

善すべきであると指摘しました。

■リゾ鳴尾浜の経営難

　県立のスポーツ施設「尼崎の森」が

オープンしたこともあり、「リゾ鳴尾浜」

の利用者数が減少しています。そし

て、経営している第３セクター「鳴尾

ウォーターワールド」が経営難に陥っ

たため、6000 万円の短期貸付金が予

算案に含まれました。

　利用料が高いことも利用者減少の

一因と考えらます。よって、子育て支

援や介護予防、スポーツ振興などの

政策と連携し、市民に割引券を配布

して割引分を補てんするシステムな

ど、市民の利用を促すかたちでの支

援の検討を要望しました。

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

予算委員会報告 ３月議会では、予算の審議のために予算特別委員会が設置されます。

そして、４つの分科会に分かれて詳細に審議を行います。

■健康福祉局担当の施策に関して

○地域福祉の活性化

・地域福祉計画の検証と見直し

・シニア・サポート事業（新規事業）

・ボランティアセンターの活性化

○子育て環境の向上

・保育所の官民格差の是正

・在宅保育家庭への支援強化

・留守家庭児童育成センター指定管　　

　理者の選定における公募枠の拡大

○生活保護行政の適正化

○障害者の社会参加の促進

・障害者スポーツ大会などに対する支援

○高齢者の社会参加の促進

・介護ボランティア制度の検討

・介護予防事業の成果・効果の検証

■環境局担当の施策に関して

○生活環境の保全

・夜間花火の監視の強化

・路上喫煙啓発の実効性の担保

○環境計画の推進

・エココミュニティ会議設置の進捗

・まちづくりコーディネート事業

○環境監視の透明性の向上

・監視機器の保守点検の適正化と監視  

  業務委託の透明性の向上

○補助金の実効性向上

・壁面・屋上緑化事業助成金の実効性

○公園管理の適正化

・御前浜公園の今後の方針

・遊具の一斉点検と維持管理の適正化

・リゾ鳴尾浜の経営難対策

予算特別委員会厚生分科会で取り上げた主な項目

★「場当たり的な行政運営、事業のやりっ放し、政策なき事業の推進」が、最近特に目

立ってきています。これらの「お役所仕事」は、これまでにも多くの財政的なツケを残し

てきました。そしてあとになって、そのツケを払わされるのは、いつの時代も私たち市民

です。そうした事態を避けるために、徹底して改善を促す必要があります。今後とも、市

政にもご注目・ご声援を賜りますようお願いいたします。

　今年度は厚生常任委員会を担

当していますので、予算特別委

員会でも、環境と福祉を扱う厚

生分科会を担当するルールに

なっています。左記の項目を取

り上げ、予算執行にあたっての

注意点の指摘、実効性の向上の

ための提案などを行いました。

　紙面の都合上一部となります

がご報告します。



ご意見ご要望・お問い合わせ・資料のご請求は、

〒６６２－０８５４　西宮市櫨塚町１－１４　光永ビル３階
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～プロフィール～

昭和５０年７月生まれ/大阪府立四条畷高等学校、神戸大学工学部卒業/

元市会議員事務所に４年間勤務/平成１５年４月に西宮市議会議員選挙

初当選（現在２期目） ■現在の担当委員会：厚生常任委員会■市議会で

の主な役職：建設常任委員会副委員長（１期２年目）、厚生常任委員会委

員長（1期３年目）、西宮市監査委員（２期１年目）　

　若者の政治離れに歯止めをかける一助となればと考え、市議会での活動を体験したいという学生を中心に、インターン生（研

修生）を受け入れています。インターン生には、一定の期間を区切って、私と共に活動することで政治を体験してもらっていま

す。インターンシップを経験した人が、終了後も政治に目を向け続け、政策を自分に関係あることとして捉え、日常の何気ない会

話でも話題にするようになれば、必ず政治はよくなる、私はそう確信しています。

　現在、夏休みの期間を活用したインターン生を受け付けています。活動内容を紹介した資料

も用意していますので、Ｅメールにてお気軽にご連絡下さい。

 議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～議員インターンシップ～主に学生さんを対象にした活動です～

ＴＯＰＩＣＳ～市政情報～

　本年4月から、北部地域の山口町・

有馬温泉と、南部地域の夙川・西宮

北口を結ぶ「さくらやまなみバス」が

開通しました。基幹バス交通の課題

については、一定解決しました。

　しかし、市内には、最寄りの駅とを

結ぶバス交通が皆無、もしくは、少

ない地域が多数あります。そうした地

域では、地元自治会等の要請に応

じて、住民のコミュニティバスに関す

る意向調査などが進められていま

す。

　「成熟社会」に突入したといわれる

昨今、限られた財源の中で、行政に

依存するだけでは、生活環境の向

上は一層難しい時代となりました。

昨年の１2月議会で取り上げました

が※、高齢化が着実に進む中、市内

バス交通の利便性の向上など、成

熟社会における交通政策を参画と

協働のもとで模索していかなければ

ならないと考えています。

※一般質問に関する詳細は、田中正剛ホー

ムページ　http://www.masatake.jp/　で、「活

動報告」→「一般質問の概要」の順にクリック

してご覧下さい。

　

　私が始めて市会議員に挑戦した

時に、「選挙の前だけ皆さんの前

に現れるような政治家にならない」

と「約束」しました。これからも、この

「活動記」を発行し、市政の現状を

広く市民の皆様にお伝えしてまい

ります。しかし、このレポートは、限

られた地域でしか配布できておら

ず、毎号を皆様のお手元にお届け

することが困難な状況にあります。

今後毎号の送付をご希望の方、

「活動記」の配布にご協力いただ

ける方は、是非ともご一報下さい。

毎号お届け致します。

　また、これまで発行してきた活動

記は、事務所に在庫があります。

そして、ホームページからもダウン

ロードできるようになっていますの

で、是非ともご覧下さい。

約束のかたち：「活動記」の発行の継続

コミュニティバスの意向調査～成熟社会における交通政策のゆくえ～

私たちにとって身近であるべき市政の情報を少しでも多くの方に知
っていただきたいと思って設置しているコーナーです。

議会運営委員会も担当することになりました議会運営委員会も担当することになりました
　私が昨年４月から所属している保

守系無所属の議員が集まった会派

「にしのみや未来」に、本年４月に　

１名加わり、８名の会派となりまし

た。それと同時に、私は議会運営委

員会の委員となりました。

　議会運営委員会とは、その名のと

おり、議会の運営に関すること全般

を会派間で議論し、調整する委員

会です。議会の活性化を課題として

きた私にとっては、以前より関心を

抱いていた委員会でした。

　今後は、当委員会での議論の内

容を、ホームページなどの媒体も活

用しながら積極的に市民の皆様に

お伝えします。そして、議会の活性

化、機能強化に向けて、一層努力し

てまいります。
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